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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
平成１５年５月２２日に公表いたしました平成１６年３月期中間期（平成１５年４月１日～平成１５年
９月３０日）の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 

１．平成１６年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１５年９月３０日） 
                                 （単位:百万円、%） 

連結 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 
（平成１５年５月２２日発表） 234,000 1,300 300 

今回修正予想（B） 230,000 1,300 2,300 
増減額（B－A） △ 4,000      0 2,000 
増減率（％） △ 1.7 0.0 666.7 
前期（平成１５年３月期中間）実績 225,472 265 △ 675 

 
２．平成１６年３月期中間個別業績予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１５年９月３０日） 
                               （単位:百万円、%） 

個別 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 
（平成１５年５月２２日発表） 182,000 920 200 

今回修正予想（B） 179,840 1,810 1,180 
増減額（B－A） △ 2,160 890 980 
増減率（％） △ 1.2 96.7 490.0 
前期（平成１５年３月期中間）実績 173,920 393   △ 102 

 
３．修正の理由 

(1) 中間連結決算 
 売上高は、営業活動を強力に推進した結果、前中間期を上回る見込でありますが、需要低迷や冷 
夏の影響により前回予想を 1.7%下回る見込であります。 
経常利益は、販売費及び一般管理費が減少した結果、ほぼ予想通りとなる見込であります。 
当期純利益は、当社グループの経営効率化を図るために行った連結子会社２社からの営業譲受け
により、当該会社の清算に伴う投資持分に係る税効果が認識され、法人税等が減少することなどか
ら、前回予想を大幅に上回る見込みであります。 
 

(2) 中間個別決算 
 売上高は、前述の理由により、前中間期に比べて若干上回る見込でありますが、前回予想を 1.2% 
下回る見込であります。 
 経常利益及び当期純利益は、営業活動を強力に推進するとともに、販売費及び一般管理費の減少
に努めました結果、前回予想を大幅に上回る見込であります。 
 

（注）平成１６年３月期の通期連結及び通期個別業績予想につきましては、平成１６年３月期の中間決算 
発表時（平成１５年１１月２０日予定）にお知らせいたします。 

以  上 


